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■□─────────────────────────────────────────────
□　　ごあいさつ
───────────────────────────────────────────────
　こんにちは！

　あけましておめでとうございます、というのには少し遅いですが、みなさんはどんな
新年を迎えましたか？新しい年が、みなさんにとって幸せで希望にあふれた一年になる
よう、願っています。今年も、信大のいろいろなニュースをお伝えしていきますので
どうぞよろしくお願いいたします！
  
■□─────────────────────────────────────────────
□ 最近の出来事
-----------------------------------------------------------------------------------------------
★北京同窓会が開催されました
-----------------------------------------------------------------------------------------------
　２０１４年１１月１３日、北京にて国際交流同窓会が開催されました。平日の
開催であったにもかかわらず、多くの同窓生が参加し、お互いの近況報告などで盛り
上がりました。また、国際交流センターからは、佐藤副センター長が参加しました。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/alumni/2014-35.html

----------------------------------------------------------------------------------------------
★超小型衛星「ぎんれい」がミッションを終えました
----------------------------------------------------------------------------------------------
　世界初のLED長距離可視光通信実験を目的に宇宙へ飛び立った信州初の超小型衛星
ShindaiSat（愛称「ぎんれい」）は、２０１４年１１月２５日、大気圏に再突入し、
無事ミッションを終えました。

　一昨年の愛称募集では４０００件以上の応募があり、１０月末からは長野県栄村や
伊那市で子供たちが集まり、地上からの通信実験観測も行われ、本当に多くの方々か
ら応援をいただきました。

　「信州初の人工衛星を信大から」という構想から４年半、信州の高度なものづくり
企業の協力をいただき進められた「ぎんれい」プロジェクトはこれで終了となりまし
たが、信州から宇宙への新しい夢が続くことを期待して止みません。

「ぎんれい」プロジェクト詳細はこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/engineering/chair/elec006/

----------------------------------------------------------------------------------------------
★クリスマス恒例（?!）の多国籍料理パーティが行われました。
----------------------------------------------------------------------------------------------
　２０１４年１２月１３日、松本留学生応援ファミリーの会主催の多国籍料理パーティ
が開催され、留学生や日本人学生、松本市民など約６０名が参加して、モンゴル、中国、
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韓国、ジンバブエなどの料理を作って味わい、交流しました。

　このパーティは１５年前、寂しい思いをしている留学生を楽しませようとクリス
マス会を開催したのが始まりで、今年は７カ国の料理を作りました。各国のリーダーの
もと、留学生たちはそれぞれ自分の国籍以外の料理を手伝い、見慣れない食材やスパイ
スは聞き合い、味見をしながら楽しく料理をしました。

-----------------------------------------------------------------------------------------------
★大学の地域貢献度ランキング、3年連続1位に！
-----------------------------------------------------------------------------------------------
　日本経済新聞社・産業地域研究所が毎年実施している「大学の地域貢献度調査」
（2014年は全国747の国公私立大学対象，526大学回答）において、信州大学はおかげ
さまで3年連続ランキング総合1位となりました。同調査での3年連続首位獲得は初の
快挙です。
　この調査は、大学が人材や研究成果をどれだけ地域振興に役立てているかという
観点で毎年実施されています。自治体や地元企業との産学官連携の多さや、市民向
けの公開講座・シンポジウムの実績、地域のボランティア等で活躍する学生の活動な
ど、本学の努力が結実したものです。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/topics/2015/01/31.html

■□─────────────────────────────────────────────
□ 信大ＮＯＷ No.９０のご案内
───────────────────────────────────────────────

　信州大学のニュース、歴史や人にまつわる記事、イベントや公開講座の紹介、
研究者の研究内容など、信州大学が良くわかる広報誌「信大ＮＯＷ」
最新号の目次を紹介します。

＜No.90　＞
○シリーズ：先鋭領域融合研究群を追うVol.4
  山岳地域の自然環境と人間活動の融合の方策を探る。
　山岳科学研究所

○信州大学COC「信州アカデミア」
　地域戦略
　プロフェッショナル・ゼミ開講

○信州大学SVBL設立10周年記念シンポジウム
　理念と信念を持って行動
　経営者に聴く、企業の心構え

○センパイの肖像　信大OB・OG訪問
　（一財）浅間リサーチエクステンションセンター（AREC)
　専務理事　岡田　基幸さん

○"着る"生活動作支援ロボティックウエア
　進化する「Curara（クララ）」
　今年も国際福祉機器展で注目集める。

○TOPICS
　第16回ボイルドエックズ新人賞受賞！
　「気障でけっこうです」で人文学部4年小嶋諒さんが小説家デビュー
　御嶽山噴火に伴う被災者受入れに関する取り組み
　手術支援ロボットiArmS、第6回ロボット大賞優秀賞を受賞
　信州大学知の森基金後援会を立ち上げました。  

○信大キャンパスの「樹」シリーズ　21
　カツラ　松本キャンパス
　
全文は信州大学の公式Webサイト上でデジタルパンフレットとして公開
されていますので、ぜひご覧ください。
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/publication/#publication
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■□────────────────────────────────────────────
□  スタッフ近況報告　国際交流センター　光山　博敏先生
──────────────────────────────────────────────
　新年、明けましておめでとうございます。
昨年4月から国際交流センターに赴任した光山です。
本年もどうぞよろしくお願い致します。

 さて、大変寒い日が続いていますが皆さん元気にお過ごしでしょうか？
かくいう私は新年早々体調を崩し、毎日しんどい日々を送っています。
自他共に認める「暑がり」で「寒がり」な私にとって、松本の夏は長年過ごした
シアトルの気候を思い出させる快適なものでした。一方、松本の殺人的な冬は、
おしゃれを楽しむ季節というよりむしろ、「防御」を優先することの大切さを
日々実感させてくれています。

 そんな中、年末年始は故郷の京都で過ごしました。
服やカバン、靴などに興味のある私は、松本の冬をもろともしない“イケてる”コートを
探そうと意気込んでいたのも束の間、大晦日から降り出した雪はあっという間に10センチを
超え、予想外の雪と寒さから当初の買いものモードもどこえやら？結局“イケてる”コート
探しは来季に持ち越しとなってしまいした。

 まだまだ松本の冬は寒さが厳しくなると聞いています。皆様におかれましても、くれぐれも
体調管理にはお気を付けいただき、素晴らしい1年となりますようお互い頑張っていきましょう。

　
■□────────────────────────────────────────────
□ 生活ちょっとコラム　～お正月の食べ物～
──────────────────────────────────────────────
　みなさんの国には、お正月のための特別な料理がありますか？

  日本では、伝統的な「お節料理」（おせちりょうり）というものがあります。地方に
よって、いろいろな種類やスタイルがありますが、一般的にはお正月の前の日までに、
「重箱」（じゅうばこ）といわれる、2段や3段に重ねられる箱のなかに、昆布や数の
子、栗きんとんなどの料理を詰めて用意しておき、お正月にそれを食べます。

　それぞれの料理には意味があり、たとえば黒豆は黒く日焼けするまでマメで働ける
ようにという願いがこめられています。（マメで、というのは「元気で」、という意味
です。）数の子（ニシンの卵）は、子孫繁栄を願ったもの、伊達巻という卵を使った
料理は、巻物（昔の書物）に似ていることから、文化・学問・教養を表わすものとされ
ています。

　エビは、ヒゲが長く腰が曲がっていることから長寿の証として日本では縁起のよい
ものとしてお節料理によく使われますが、前にある外国人にこの話をしたところ、「私
はそんな腰の曲がった老人にはなりたくない！どうして長寿の証でラッキーな食べ物な
んて思うのか、わからない！」と言われたことがあります。・・・なるほど、そんな
見方もあるんですね。エビが縁起のよい食べ物というのは日本だけなのでしょうか。

　また、お節料理はどれも長持ちする料理で、お正月の間は主婦が家事をしなくても
いいように作るようになった、という説もあります。私は、毎年12月31日と1月1日は
主人の実家でせっせと料理を作って過ごし、2日からは自分の実家に帰ってな～んにも
しないで寝て過ごす、というお正月です。

　みなさんは、どんなお正月を過ごしましたか？

　それでは、また。
------------------------------------------------------------------------------------------
●○●○●○●修了者データベース登録のお願い○●○●○●○●○
国際交流センターでは、留学生の帰国後のフォローアップの一環として、
データベースの作成と活用をすすめています。まだこのフォームを提出
されたことのない方は、ぜひ記入にご協力下さい。
このニュースレターの配信先メールアドレス変更もこちらからお願いします。
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/alumni/database/alumni-database.html
●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●
─────────────────────────────────────────────
　 ◆配信元：信州大学国際交流センター(SUIC)　文責：西牧
〒390-8621 長野県松本市旭３－１－１
Tel: 0263-37-3360 / Fax: 0263-37-2181
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/
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◆連絡先：iad@shinshu-u.ac.jp
　　　　　　　*各種お問い合わせ
　　　　　　　*配信停止希望
　　　　　　　*メールアドレスの変更のご連絡
　　　　　　　*情報掲載のご希望
　　　　　　　*ご意見、ご感想　　　　　　　 　など　　　　
　　　　
─────────────────────────────────────────────
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